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※事務局記入欄 

№ D-72 

【様式２】 

部門名： 

校内研修プログラム開発・実践部
門 

エントリー名： 

彦根市立城南小学校 上野賢利  平成３０年度第３回中堅教員
研修 

活動名： 

継続的な研修成果の伝達 
～隙間の時間を活用して～ 

解決すべき課題：  

研修を通じて、中堅教員として置かれている立場や期待されている役割について考えさせられることが多かっ
た。また、研修してきたことをできるだけたくさんの方に伝達する使命を感じた。しかし、日頃、校内のいろいろな
伝達講習の時間は、約 1 時間程度である。2 週間の研修内容を伝えるには、その時間だけでは、内容が薄く
なってしまう。また、日頃様々な業務で忙しい先生方である。そこで、伝達したい内容を用紙にまとめ、印刷室
やトイレなど掲示場所を工夫し、先生方の都合のいい時間に気軽に見てもらえるようにしたいと思った。また、毎
月内容を更新していくことで継続的な研修成果の伝達ができると考えた。さらに、この方法なら他校でも特別な
時間をとってももらうことなく、広められると思った。 

目標・方針： 

「目標」…隙間の時間を効果的に利用することで、継続的な研修成果の伝達をたくさんの方にする。 
「方針」…趣旨を説明し、まとめた内容を掲示したり、してもらったりする。（市内１７小学校） 

毎月内容を更新する（コメント欄を設けることで学びを共有する） 

活動内容： 

① 研修内容で、特に各校でニーズが高そうな内容を用紙にまとめる。（自由コメント欄も設ける） 
② 本校以外は、校長会で趣旨を説明してもらい、まとめたものを各校（他１６小学校）で掲示してもらう。 
③ 毎月内容を更新し、各校に送る。その際、前号の自由コメント欄の用紙を返送してもらう。（計 6回） 
④ 最終号は、自由コメント欄に書いてあったことをまとめ、学びの共有をさらに各校でしてもらうようにした。 
⑤ R 元年度は、本校では、「隙間の時間の利用」の継続・拡大を呼びかけ、主任をしている教科に関わること

などを掲示するようにした。 

活動の成果：  

・先生方のニーズが高そうな研修の成果を継続して伝達することができた。 ＊写真１ 
・市内他１６校に研修内容を広めることができた。（ＯＪＴの研修としても使っていただけた) 
・掲示の際に、自由コメント欄を設けたことで、職員同士コメントを見合うことになり、学びを共有することができ
た。また、自由コメント欄の用紙を返送してもらったことで、私自身の新たな学びになった。 ＊写真２ 
・印刷室などに掲示することで、隙間の時間に自分のペースで読んでもらうことができた。 ＊写真３ 
・「隙間の時間を活用する」という趣旨が広がり、本校では、掲示していた場所（印刷室）や職員室の一角
（ホッとコーナー）が、他の先生方も食育に関わること・学級経営に関わること・校内研究に関わることなどを発
信する場となった。 ＊写真４  ＊写真５ 
・R 元年度も「隙間の時間の利用」を継続できた。また、前年度より発信者が増加した。 

アピールポイント（アイディアや工夫）：※3～5 つ程度、箇条書きしてください 

・隙間の時間の有効活用！場所と時間の工夫でたくさんの方が自分のペースで研修ができる。 
・本校だけでなく、他校でも同じように取り組める。 
・「隙間の時間を利用する」という趣旨が広がり、他の先生方も情報を発信し、共有する場となった。 
・働き方改革の一つのアイディアにも！ 

〈 平成３０年度の取組 〉 
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写真３                            写真４ 
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〈 令和元年度の取組 〉 

 

 

 
 

 

  

  

「いろいろな内容を継続的に伝達」 
○毎月内容を更新 
○市内他１６校に趣旨を説明し、送付 

「自由コメント欄」 
○コメントを読み合えることで学びの共有に 
○他校からの返送で、私の新たな学びにもなった。 

「隙間の時間を有効活用」 
～本校は印刷室に掲示～ 

○印刷しながら読める！ 
○この方法なら他校でも同じように
取り組める 

「他の先生方も情報を発信＆
共有の場に」 
・食育に関わって 
・学級経営に関わって 
・校内研究に関わって  など 

 

「職員室のホッとコ
ーナー」の設置 
○コーヒーなどを飲みな
がら研修や報・連・相 

 

☆☆☆「隙間の時間の利用」の継続☆☆☆  働き方改革の一つのアイディアにも！ 
○令和元年度も私だけでなく、他の先生方の発信も継続できた。 前年度より発信者増加！ 
（社会科通信・国語科通信・事務通信・学級経営通信・食育通信・教育図書紹介など） 

 


